








要約:本班の共通課題として、小児期のアレルギー疾患のうち、特に乳幼時期に頻度が高い

アトピー性皮膚炎の疫学を取り上げた。そのためまず現在最も普遍性ありと思われる診断

のマヌアル(案)を作成し、これに基づいて定点複数施設の頻度調査を行った。その結果、

未だ小標本の対象ではあるが、4カ月、1歳 6ヵ月、3歳児における発症頻度、重症度、医

師への受診状況、治療内容などにつきその実態を明らかにすると共に、調査方法について

の一定の指針を提示し得た。その他各個研究課題としてアトピー性皮膚炎の調査、治療に

関する研究を行った。 


